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１．はじめに 

衛生的で快適な生活環境を求める消費者のニーズに応

えるため，多くの消臭加工を施した生活商品が提案されて

いる。その中で，酸化チタン光触媒は，強い酸化力の永続

性や，高い安全性などから注目を集めている1），2），3）。 

従 来 の 酸化チタン光触媒の繊維製品への加工は，素

材 段 階 で ポ リ エ ス テ ル 等 の 熱 可 塑 性 繊 維 に 酸 化

チ タ ン 粒 子 を 練 り 込 む 方 法 が な さ れ て い た た め ，

使 用 で き る 素 材 に 制 約 が あ っ た 。  

近年，酸化チタン光触媒ゾルの開発が進展し，繊維等の

有機物へ直接コーティング可能とする製品が市販されて

きている。しかし，これらゾルの最適加工方法，酸化チタ

ンの保持性，繊維の酸化分解性，消臭性能など，明らかに

なっていない課題も多い。 

本研究では，加工後の消臭性能を評価することで，酸化

チタン光触媒を完成衣料品にコーティングする加工方法

を検討し，広範な素材に対応できる加工方法を開発するこ

とを目的とした。 

  

２．実験方法 

 試験布に JIS の添付布である綿，レーヨン，ウールを

使用した。光触媒は 4 社の製品を使用した。試験布は，各

社光触媒加工液に浸漬し，マングルで絞り率が 100%とな

るように絞り，常温で乾燥させて加工布を作製した。 

 光触媒を利用した消臭試験方法は，JIS 等に統一方法が

規定されていない。本試験での消臭試験は，類似する方法

を参考にして暫定的な試験方法を採用し，実施した。臭気

成分としての試験対象ガスは，アンモニア，酢酸，アセト

アルデヒドを用い，下記の条件で濃度を調整した。 

 アセトアルデヒドは濃度を 14ppm とし，表 1 の暫定試験

方法で試験を行った。また，アンモニアに対しては初期濃

度 40ppm，酢酸は初期濃度 100ppm に設定し，表 1 の暫定 
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表１ 試験法の比較及び暫定試験方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験方法で実施した。 

試験は，10cm×10cm の加工布を 5 ㍑のテドラーバッグ

に入れ，これに各種ガスを 3 ㍑注入して試験用テドラーバ

ッグとした。紫外線照射装置は，ブラックライト蛍光ラン

プ（20W 型 FL20S･BLB，東芝製）を 2 本平行に設置ものを

使用し，試験用テドラーバッグに 1.0mW/cm2となるように

紫外線の強度を調整して 2 時間及び 24 時間照射した後，

ガス検知管（ガステック製）で残存ガス濃度を測定した。 

 

３．結 果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ アセトアルデヒドに対する各社光触媒の消臭効果 
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光触媒の効果を調べるため，試験布には綿を使用し， 
Ａ社，Ｂ社，Ｃ社およびＤ社の酸化チタン光触媒製品（水

溶性ゾル）について，アセトアルデヒドを対象ガスとして

試験した。結果を図１に示した。 

光触媒は，多くのメーカから製品が出されているが，

効果については，ばらつきが見られた。蛍光Ｘ線分析でチ

タン付着量の比較を行ったところ，Ａ社に対して各社数十

倍から百数十倍の付着量であった。つまり，酸化チタンと

紫外線の必要量があれば，対象ガスに対して消臭効果が認

められる。今回の試験で，最も消臭効果の良かったＣ社製

品は，建築外壁用の製品で，紫外線を2時間照射後に対象

ガスが検出されなくなった。しかし加工後の繊維は非常に

硬くなり，繊維の風合いを損ねてしまった。 
加工布の消臭性能は，ガスの種類や繊維の種類，紫外線

量等効果を作用する要因が多く，一概に酸化チタン光触媒

必要量を決められないが，繊維用のＢ社製に関しては，固

形分として0.2％owf以上の付着量が必要であった。 
Ｂ社の光触媒を綿に加工して，各種ガスに対する消臭効

果を測定した結果を図2に示す。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図２ 各種ガスに対する消臭試験 

 

消臭の程度はガスの種類によって異なることがわかる。

2時間の紫外線照射で，アンモニアは初期濃度の約50%，

酢酸は70%以上減少したが，アセトアルデヒドはほとんど

減少しなかった。しかし，24時間後にはいずれのガスに

対しても評価基準70％以上の減少率が得られた。 
ガスの種類によって消臭効果が異なる理由として，初期

濃度や分子量の違いが考えられるが，詳細については今後

の検討課題としたい。 
紫外線照射 2 時間後での減少率 70％以上を達成するた

め，酸化チタンの濃度を増加させたＢ社の改良品を使用し，

アセトアルデヒドに対する試験を行ったところ，図 3 のよ

うな結果を得た。図 3 から素材による効果の違いが見 

られた。綿とレーヨンでは，2時間後の測定で70％以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ アセトアルデヒドに対するＢ社改良品の消臭効果 
 

の減少率を達成している。綿に加工した場合，2時間の紫 
外線照射でアセトアルデヒドの大部分を分解した。ウール

では，2時間後の値に変化がなかった。理由は定かではな

いが，硫化物性ガスの発生を確認している。硫化水素用の

検知管で計測すると4ppm程度のガスを検知した。しかし，

24時間照射を続けると減少率は70％以上となった。 

 

４．まとめ 

 光触媒を加工した繊維製品の消臭試験に関しては，統一

した試験方法が規定されていないので，JIS 等で試験方法

を確立する必要がある。 

生活環境では，紫外線照射量が消臭効果を左右する。

酸化チタンの付着量が適度であり，かつ紫外線を必要量当

てれば光触媒の効果が発揮される。今回使用した光触媒は

原液の固形分として0.2％owf以上の付着量が必要であり，

紫外線量は1.0mW/cm2で24時間必要であった。 

また，これらの結果から，光触媒の付着量が適度であ

れば生地への加工方法には影響されないため，完成衣料品

への光触媒の加工方法には，湿潤変形の少ないスプレー加

工が適していることが判明した。 
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